
JARL QRP CLUB 2025年 QRP コンテスト規約 
 
0. はじめに 

JARL QRP CLUB 2024年 QRP コンテスト規約と比較し、主な変更点は以下のとおり 
 2025年 2024年 

参加資格 
JARLが開設する局から書類提出があ
った場合は、チェックログとして扱
う。 

特別記念局、特別局(8N,8J,8Mで始まる
局)は、エントリーされてもチェックログ
として扱う。 

参加部門及び種目 

オールバンド 
種目コード HA GA 

マルチ 
種目コード HM GM 

種目「一般」は、メーカー製、メー
カー製以外のいずれの無線機でも参
加可。 

一般部門とは、各バンドで使用する無線機
の送受信部ともに「メーカー製」であるも
のをいう。 

電子ログの形式 JARL電子ログ形式とし、ログシート
部分は推奨形式のみ 

JARLの電子提出形式 

 
1. 主催 

JARL QRP CLUB（東京都支部登録クラブ10-4-151） 
 
2. 開催日時 

2025年11月3日（月） 13時00分(JST)から21時00分(JST)まで 
 
3. 参加資格 
日本国内においてQRP（空中線電力5W以下）で運用するアマチュア局 
 ATT, Power Control等で出力を5W以下にして参加可能。 
 個人局またはクラブ局でコンテスト中の運用に関わるすべてのことを一人で行うこと。 
 JARLが開設する局から書類提出があった場合は、チェックログとして扱う。 

 
4. 交信相手局 
国内のアマチュア局 

 
5. 使用周波数、電波形式 
・ 1.9～50MHz帯の各アマチュアバンドでJARL主催コンテスト周波数 
・ 電信、電話 
  



6. 参加部門及び種目 
部門 種目 種目コード 

1.9MHzバンド 
自作機 H19 

一般 G19 

3.5MHzバンド 
自作機 H35 

一般 G35 

7MHzバンド 
自作機 H7 

一般 G7 

14MHzバンド 
自作機 H14 

一般 G14 

21MHzバンド 
自作機 H21 

一般 G21 

28MHzバンド 
自作機 H28 

一般 G28 

50MHバンド 
自作機 H50 

一般 G50 

オールバンド 
自作機 HA 

一般 GA 
種目「一般」は、メーカー製、メーカー製以外のいずれの無線機でも参加可。 
種目「自作機」は、参加部門のすべての交信について、使用する無線機の送信部もしくは受信部の少なく
とも一方が「メーカー製」以外を使用する。 

メーカー製の定義は、以下のいずれかに該当するものとする。 
・ アマチュア無線機器メーカー等が製造し、完成させたもの。 
・ 参加者以外が製作し、完成させたもの。 
・ 参加者による電子部品の実装を伴わないか限定的なもの。 
・ 全部または大部分がメーカー等の調整済基板で構成され、送受信に関わる重要な調整をメーカー等で

実施済のもの。 
 
7. 交信方法 
(1) 呼び出し（例） 

電話の場合 CQ QRP コンテスト 
電信の場合 CQ QRP TEST 
コールサインに/QRPまたは/QRPPの付加は推奨しない。 

(2) コンテストナンバー交換 
次のナンバーを交換する 
 RST符号による相手局のシグナルレポート 
 自局の運用場所を示す都府県・地域等ナンバー（※） 
 アルファベットのP 
（※）https://www.jarl.org/Japanese/A_Shiryo/A-2_jcc-jcg/shicho-list.txt 
 
例1 相手局のシグナルレポートが「599」、自局の運用場所が北海道石狩の電信によるコンテストナンバ
ーは「599106P」 
例2 相手局のシグナルレポートが「59」、自局の運用場所が神奈川県の電話によるコンテストナンバーは
「5911P」 



 
8. 禁止事項等 

(1) クロスバンドおよび電信と電話間のクロスモードによる交信を禁止する。 
(2) コンテスト中の運用場所の変更を禁止する。ただしコンテスト参加の目的で常置場所を離れ移動運用

する局に限り、運用開始時のマルチプライヤー内の運用場所変更を認める。 
(3) 同一または異なるバンドにおける2波以上の電波の同時発射を禁止する。 
(4) レピータによる交信を禁止する。 
(5) コールサインもしくはマルチプライヤーを受信信号の周波数情報と共にオペレータに知らせるあらゆ

る技術、たとえばWebクラスター、CWスキマー、リバースビーコンネットワークの使用を認める。 
(6) コンテスト中に自局の運用情報をWebクラスターにアップロードするセルフスポッティングや、携帯

電話、メール、チャット、およびSNSなどのアマチュア無線以外の手段を用いて伝える行為、ならび
にそれを依頼する行為を禁止する。 

(7) リモート運用は、すべてのアンテナ、送信機、受信機がひとつの所在地に収まっている場合にのみ許
される。 

(8) 送信機、受信機、アンテナを設置した無線局の所在地外に位置するリモート受信機の使用は禁止す
る。 

(9) コンテスト終了後にログを修正することを禁止する。ただし、誤入力の修正、電子ログのフォーマッ
ト変更や手書きログを電子ログ化する作業はこれに含まれない。 

(10) 一人のオペレータが複数の異なるコールサインで運用し、それぞれのコールサインでログを提出する
ことを禁止する。 

 
9. 得点およびマルチプライヤー 

(1) 得点 
交換ナンバーの交換が完全に行われた交信を1点とする。 
同一バンドでの同一局との交信は、電信、電話それぞれ1交信のみを1点とする。 

 
(2) マルチプライヤー 
相手局の運用場所を示す都府県・地域等。ただし、バンドが異なれば同一都府県・地域等であっても異
なるマルチプライヤーとする。 

 
10. 総得点の計算方法 

オールバンド 
〔各バンドにおける得点の和〕 × 〔各バンドで得たマルチプライヤーの和〕 
シングルバンド 
〔当該バンドにおける得点の和〕 × 〔当該バンドで得たマルチプライヤーの和〕 

  



11. 書類の提出 
(1) 提出締切日 

2025年11月23日 (日本時間) 
 

(2) 電子ログ提出先 
JARL電子ログ形式で作成したデータをテキストメールとして、以下の電子ログ提出先アドレスに送信す
る。件名は、コールサイン（/運用エリアを含む）とする。 

電子ログ提出先アドレス 
（必須）  

 
件名：コールサイン（/運用エリアを含む） 

電子ログは本文とし、添付ファイルは受け付けない 
参加は1種目のみ。電子ログを複数回提出された場合は、提出期限内の最後のログを提出された電子ログ
とする。 

 
(3) 電子ログの形式 

JARL電子ログ形式とし、ログシート部分は推奨形式のみ 
サマリーシートの部分の記載については別紙のとおり。 
ログシート部分の時刻はJSTとし、書式が異なる場合（例 年月日がYYYY-MM-DDではなく
YYYY/MM/DD）や半角が使用されていない場合、その部分は受け付けない。 
(参考) 電子ログのフォーマット 
https://www.jarl.org/Japanese/1_Tanoshimo/1-1_Contest/logformat.html 

 
(4) 種目「自作機」参加の場合 

(1) に従い電子ログを提出することに加えて以下の補助資料を以下の補助資料提出先アドレスに送信す
る。提出がない場合は「一般」に参加とみなす。 

自作機補助資料提出先アドレス 
（自作機部門参加者必須）  

 
件名：コールサイン（/運用エリアを含む） 

 
無線機（メーカー製は除く）の内部が判る写真を電子メールの添付ファイル等で提出 
本文などに、自作、機種名（キットを使用した場合もしくはメーカー製の場合）などを記載。 
なお、受け付けた補助資料は原則としてコメント集で発表しますので、秘匿処理が必要な場合はご連絡
ください。 
(5) 運用風景と合わせて1つのメールでの送付も受付けます。 

  



(5) 運用風景 
以下のメールアドレス宛に、運用風景及びその説明（画像は添付ファイル等）などをお送りください。 

運用風景及びその説明 提出先アドレス 
（任意）  

 
件名：コールサイン（/運用エリアを含む） 

 
12. 賞 
各種目の第1位に電子化した賞状を贈る。 
電子化した賞状は、書類に記載されたメールアドレスへのPDFファイル添付メールの送付とする。 
各種目において最高得点者が複数の場合は、最終交信時刻が早い方を上位とする。 

 
13. 失格事項等 
本コンテスト規約に違反した場合は減点、チェックログへの移行を行い、また失格とする場合がある。 
失格の場合、結果発表において理由を記載する。 

 
14. 結果発表 
以下のサイトにて結果を発表する。 
JARL QRP CLUB 
https://www2.jaqrp.org/contests/ 

 
15. 問い合わせ先メールアドレス 

 
以上 

  

https://www2.jaqrp.org/contests/


別紙 電子ログ 
サマリーシートのタグ別内容 

タグ 項目 必須/任意等 注意事項、記載例など 

<CONTESTNAME> コンテストの
名称 推奨 

「QRP コンテスト」など 
他のコンテスト名が記載されていてもこのコンテ
ストに提出したログとみなす。 

<CATEGORYCODE> 
参加部門種目
コードナンバ
ー 

必須 

半角英数字 
チェックログは、CHECKLOG とする。 
記載がない場合や該当する種目コードがない場合
は、オールバンド一般（種目コード GA）に参加し
たものとみなす。 

<CALLSIGN> コールサイン 必須 半角英数字記号、英字は大文字 

<TOTALSCORE> 総得点 任意 

半角数字 
有効なログから計算した結果を総得点とするた
め、結果と比較して過大、過少であっても何ら影
響はない。 

<ADDRESS> 住所 必須 

郵便番号は半角英数字記号 
郵便番号7桁および住所（都道府県から） 
なお、住所は郵便番号検索の検索結果である町域
までで可 

<NAME> 氏名 必須 クラブ局の場合はクラブ名及び運用者の氏名 

<EMAIL> E-mailアドレ
ス 必須 半角英数字記号 

<POWER> 

コンテスト中
使用した最大
空中線電力
(W) 

必須 

5Wを超過している場合、および記載がない場合は
チェックログとする 
5W以下の記載がない場合でも確認連絡は行わな
い。 

<OPPLACE> 運用地 条件により
必須 

運用地が連絡先住所と異なる場合は必須 
郵便番号は半角英数字記号 
郵便番号7桁および住所（都道府県から） 
なお、住所は郵便番号検索の検索結果である町域
までで可 
それに加えて、運用地の広場名、山岳名などを記
載してもよい。 

<COMMENTS> 意見 任意 コメント集で発表します。 

<OATH> 宣誓文 推奨 

記載がない場合、他の主催者の記載があった場合
などは、以下の宣誓を行ったものとみなす。 
私は、JARL QRP CLUB 制定のコンテスト規約および電波
法令にしたがい運用した結果、ここに提出するサマリーシ
ートおよびログシートなどが事実と相違ないものであるこ
とを、私の名誉において誓います。 

  

<DATE> 日付 推奨 
記載がない場合、想定される日付以外の記載があ
った場合は、メール到着時の日付が記載してあっ
たものとする。 

<SIGNATURE> 署名 推奨  
上記以外のタグがあってもよいが、集計等に利用しない。 


